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 和文アブストラクト	
  
 
問題：  

現在人気を集める「賢いおもちゃ」（玩具ロボット，ペットロボット，ゲーム）はコミ

ュニケーション能力発達を支援するというより妨害する傾向が見られ，いわゆる引きこも

りなどのような社会現象の原因の一部であるともしばしば言われている．しかしながら，

子供たちの間では参加型ゲームや収集アイテムの交換が広く行われており，これは子供た

ちがコミュニケーションを依然として求めている証拠である． 
解決方法：  

本研究ではこの子供たちのコミュニケーションの要求と「賢いおもちゃ」の間を橋渡

しするようなシステムを作成し，インターネットを対象とした知識抽出，質問応答と善悪

分別アルゴリズムを結合した対話パートナーシステムを提案したい．すなわち，子供の質

問に簡単な言葉で答えたり，逆に子供に質問したりするプログラムを通してコミュニケー

ション能力発達を支援するものである．また教育上で危険だと思われる行為を回避させた

り，あるいは動物を殺すといったような非道徳的な行動を抑止する目的に加えて，親への

報告によって子供の精神的な状態を把握させるツールとしても開発したい． 
 
	
 英文アブストラクト	
  
 
Nowadays “smart toys” (toy robots, mechanical pets, computer games) show tendency to obstruct 
children’s communication ability development rather than support it and are often said to be one of 
the causes of the social phenomenon called hikikomori (social withdrawal). However, the 
participation type and collection type games are very popular among children – this proves that 
most of them feel a natural need of learning through the communication. Our aim is to exploit this 
need and popularity of “smart toys” to build a conversation system using Internet resources to 
calculate positive and negative values of inputs which could lead to creating a dialogue partner – 
not only a good listener but also an adviser able to ask difficult questions. If needed, such toy could 
be also used as a danger detector which informs parents about dangerous plans, abusive language 
usage or any semantic-level abnormalities in children’s common sense development. 



	
 本文	
  
 
５．本文（和文）  
 
５‐１．研究目的 
本研究では，人間と生活しているロボット

において，Web資源を用いた常識的知識（コ
モンセンス）を抽出することが，幼児との

コミュニケーション及び相互作用の快適性

や効率，安全性をどれほど向上できるか明

らかにする目的で行われた．そのため，い

つも変化する幼児の環境のデータと感情状

態をコモンセンスの観点で分析するアルゴ

リズムを導入し，新たな枠組みを提案した．

なお，前回と異なり，研究の第２段階でユ

ーザの行動パターンを収集する RFID環境
によるパターンのデータベースに対する因

果関係の情報抽出を目標とし，幼児との信

頼関係をつくるために，感情処理の部分及

びユーモア処理の部分を拡張し様々な実験

を行う． 
 
５‐２．研究経過 
 
プロジェクトの２段階の始まりに，１段階

で不足していた検鏡情報が収集するロボッ

トを追加した． 
	
 	
 	
 	
 	
 

 
Fig. 1 RFID情報を収集する掃除ロボット 
 

一般的に販売されているiRobot社のローコ
スト掃除ロボット「Roomba」にサーバ側
とコミュニケーションするBluetooth装置
「Roototh」に無線LANが使用できるRFID

リーダーを搭乗させた．個人の家の中の実

験がプライバシーの問題のため困難だった

ので，研究室にRFIDタグを張り，家族のよ
うに複数のユーザによって実験を行った． 
	
 対話用のロボットとしては，Speecysと
いうHumanoidタイプをコミュニケーショ
ンのタスクに用いたが，音声認識の制度が

低く，テキストベースの対話に比較したと

き，ユーザの満足度の上昇が見られなかっ

た．前回は言語理解グループと機械学習グ

ループはメインの活躍であったが，今回は

感情／ユーモア，環境学習及びウェブマイ

ニングの学生担当の活躍がメインになった． 
一方，言語理解グループが会話能力につい

ての心理学などの文献にしたがって作成し

た連想アルゴリズムを拡張し，発話生成プ

ログラムを開発した．感情処理モジュール

により適切な発話候補を選択し，例えば駄

洒落生成モジュールの文がタイミング的に

正しいかどうか決定するアルゴリズムも完

成し，実験を行った． 
同時に前回提案されたホームページを読

む人の協力を得た常識知識の評価方法を用

いた実験を行い，ユーザの背景，文脈の重

要性を確認した． 
自然言語を用いるシステムに対して処理

を浅くて広くする Shallow Approachを選
んで，同時に複数のモジュールを開発して

きて，第２段階でテーマを一本ずつ結合し

はじめた．さらにMITが開発したオントロ
ジーConceptNet の日本語版を作成し，ワ
ードネットの上位概念，下位概念，同義語

を用いながら常識的知識及び倫理学的判断

モジュールの拡張もし始めた．元々の計画

で浮かばなかった問題も考えながら，幅広

い Cognitive Architectureの構築に取り組
み，そのテーマで一番有名な BICAという
国際会議で発表もし，「シンキング・マシン」



のコミュニティによる注目も多かった． 

Fig. 1 ユーモア処理及び感情処理を用いた対話 
	
 	
 	
 	
 システムの流れ 
 
５‐３．研究成果 
 

Web資源におけるコモンセンス抽出に
に利用した技術が意味的に正確であっても，

リアル・タイム処理に有効ではないことが

分かったため，Google社の 7-gramライブ
ラリ，ウェブクローラによって収集したブ

ログコーパス（今現在数百万文程度）でテ

ストを行った結果，処理の高速化ができた．

一番処理時間がかかる感情的効果の抽出ア

ルゴリズムを日本語のブログのトップ１０

を含んでいる SQL データベースを用いて
再実験した結果は数分から十数秒まで減少

させた．一方カバレージが落ちたが，対話

処理に重要な要素なので，トレードオッフ

が必要なことがわかった． 
音声と違ってテキストの感情情報が

認知しにくいため，日本のインターネット

で広く使われる顔文字を発見し，正しくカ

テゴリー化ができるアルゴリズムを構築し，

９５％以上の精度が得られた．幼児の発話

に感情要素（emotem）が発見しなかった
場合，Webマイニングによる行動の結果文
に感情表現ではなく，顔文字も重要である

ため，この非常に高い精度が全体的なシス

テム評価の上昇につながったことが準備実

験でわかったが，まだ十分なデータがない

ため，未発表である． 
２番目に大きい成果を生んだユーモア

処理モジュールは感情処理モジュールと一

緒に対話処理モジュールに組み込まれ，

様々な実験が行われた．その実験によって

ユーザの満足度が明らかに向上したことが

証明され，その現象が様々な角度から分析

し，複数の論文で説明された． 
	
 	
 さらにロボットが実環境からデータを

収集し，社会的行動を獲得する必要性とそ

のための手法を提案した．実験として，

RFID タグを研究室内に配置し，掃除機ロ
ボット Roomba上のリーダで読み取ること
でロボットの場所と時刻を環境情報とし，

ユーザの「ほめる」と「しかる」の 2 種類

の評価を受けることでデータの収集を行っ

た．そして，得られたデータを解析する手

法として，SVM を利用することで，他手法

より高い分類精度を得られることが明らか

になった．また時刻だけでなく曜日の要素

を考慮することで，分類精度が良くなるこ

とを確認した．家庭の中のルール，行動の

常識を学習し，獲得した知識を幼児とのコ

ミュニケーションに利用するための重要な

段階であり，今後の課題につながる．	
 

 
５‐４．今後の課題と発展 
 

前回の研究の延長による RFID環境を
有効に活用したが，より正確なデータのた

めにより精度のいい画像及び音声処理が搭

載されるべきである．さらに親のブログな

どのテキストデータを追加すれば，幼児と

家庭の事情もより深い分析ができるはずな

ので，次の段階でより広いデータ統合をめ



ざす．感情処理などの精度が明らかに上昇

したが，システムの対話機能が人間レベル

に近づいたという訳ではない．しかし，感

情の判断が本プロジェクトに重要な役割を

果たし，幼児の発話はどういう気分を表現

するかといった発見能力につながった．し

かし，常識知識に従って倫理学的な結論が

出せるシステムには，一般的な感情情報は

不十分である．「殴られる」という動詞に対

してWWWにて自動調査を行っても，幼児
による文脈の情報がない限り，適切な発話

ができない．どんな理由で誰（年齢，発話

社との関係），いつ，何処で，具体的に何を

したかという知識がない限り，正義感をも

ったシステムとして発話ができないため，

文脈処理に力を入れる予定である． 
状況を把握するとき，その情報はコミュニ

ケーションを豊かにするか，どれが教育的

な効果をもたらすかというような調べもし

たい． 
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